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米国史上最大の著作権集団訴訟における和解最終承認の全

容と合意スキーム 
米国カリフォルニア州連邦地方裁判所は2026年7月20日、生成AI「Claude」の開発元であるアンソ
ロピック（Anthropic）社と、著作権者である作家および出版社グループとの間の集団訴訟（クラスア
クション、Bartz対Anthropic事件）において、総額15億ドル（約2,400億円）に上る和解案を最終承認
したと報じられた1。この合意は、報道によれば米国の著作権集団訴訟として過去最大規模の和解と

される2。 
ただし、この和解の最終承認は、アンソロピック社の著作権侵害責任を本案判決として最終認定した

ものではない5。和解において同社は法的責任を認めておらず、本件は責任の有無に関する最終的

な司法判断を経ることなく、合意によって決着したものである2。 
本訴訟は、作家のアンドレア・バーツ（Andrea Bartz）、チャールズ・グレーバー（Charles Graeber）、
カーク・ウォレス・ジョンソン（Kirk Wallace Johnson）らが中心となり、アンソロピック社が許諾なく自
著をAI学習に使用したとして2024年に提起したものである2。原告側は、同社が「Library Genesis（
LibGen）」や「Pirate Library Mirror（PiLiMi）」といった海賊版シャドーライブラリから700万冊を超える
書籍データをダウンロードし、自社の「中央ライブラリ」に蓄積してモデルの訓練に用いたと主張して

いた2。 
裁判の過程において、同地裁のウィリアム・アルサップ（William Alsup）判事（当時）は2025年6月、
略式判決段階での判断として、適法に取得された書籍データを用いてAIモデルを訓練する行為は、
原則として著作権法上の「フェアユース」に該当するという解釈を示した2。一方で、海賊版サイトから

取得したデータについて「将来の訓練目的があるからといって、海賊版の複製物を取得し、中央ライ

ブラリに保管・保持する行為までフェアユースで正当化されるわけではない」として、アンソロピック社

側の略式判決申し立てを却下した2。 
2025年12月に予定されていた裁判において巨額の法定損害賠償が認められるリスクが、アンソロ
ピック社が和解を選択する重要な要因になったと考えられる2。今回の和解承認により、時価総額

965億ドル（約15兆円）規模を目標とする将来の新規公開株式（IPO）に向けた大きな法的不確実性
が一定程度排除されることとなった6。 
以下の表は、最終承認された和解合意の主要な構成要素をまとめたものである。 
 

項目 詳細仕様および法的帰結 



和解金総額 15億ドル（約2,400億円）の支払基金を設立。
分割払いが認められ、初回3億ドルは予備承
認後に支払われ、最終承認5日後にさらに3億
ドル、残額は1年後と2年後に4億5,000万ドル
ずつ支払われる4。 

対象作品・権利者 海賊版データセットに含まれていた作品のう

ち、米著作権局に適切に登録され、ISBNまた
はASINを保有する約482,000タイトル。米国
以外（欧州等）の権利者も含み、集団（クラス）

が認定された5。 

個別権利者への還元 1作品あたり約3,100〜3,130ドルの配分が単
純計算上想定されるが、実際の手取り額は、

承認された1億100万ドル超の弁護士費用や
管理費用の控除、権利関係（著者と出版社間

のデフォルト50:50等の契約配分）等に基づい
て個別に計算される2。 

非金銭的救済措置 和解成立から30日以内に、海賊版サイトから
取得した対象ファイルの完全な破棄。今後の

訓練データセットに違法データが含まれてい

ないかを検証する第三者独立監査の受入義

務3。 

将来の免責範囲 本和解は過去のデータ収集と学習行為に対

する免責であり、将来の学習活動に対する包

括的なライセンスを付与するものではない3。 

略式判決判断が示した法理の射程：「学習段階のフェアユー

ス」と「データ取得の違法性」の個別評価 
2025年6月の略式判決においてアルサップ判事が示した判断は、AIのデータ利用における重要な論
点を整理した5。 
第一に、米国のフェアユース（著作権法107条）は、利用の目的、原著作物の性質、使用された量、
市場への影響という「4要素」を個別具体的な事実関係に照らして総合的に判断するものである5。同

判事は、アンソロピック社が適法に取得した書籍から文脈や語彙、概念を数学的に分析・抽出する

訓練プロセスについて、元の著作物をそのまま読者に提供するものではなく、新たな学習システムを

構築するための「変容的利用（Transformative Use）」にあたり、本件の事実関係下ではフェアユース
として許容され得るとした1（なお、同判事が説明の過程で用いた「人間の学生が図書館で本を読む

のと同様」という表現は比喩的な解説であり、それ自体が独立した法的基準ではない）9。 
第二に、学習の目的があったとしても、海賊版サイトという不法なソースから複製物をダウンロード



し、それを「中央ライブラリ」としてサーバー内に恒久的に保管する行為は、データ取得経路自体の

違法性が問われ、フェアユースの適用外となる可能性が極めて高いと判断された2。 
米国著作権法における法定損害賠償額（普通侵害で1作品あたり750〜3万ドル、故意侵害で最大15
万ドル）を基礎として、仮に全作品に最大額が適用された場合、理論上の最大損害賠償額は以下の

数式のように算出される5。 

 

ここで、  は著作権登録された対象作品数（  点）を示し4、  は故意の侵害に

対する法定損害賠償の上限額（  ドル）を示す5。 

 
この数式が示す約723億ドルという金額は、あくまで敗訴時の「理論上の最大損害賠償額」であり、
実際にこの全額が科されるとは限らないが、アンソロピック社にとっては極めて深刻な財務リスクで

あった5。 
なお、今回の集団訴訟から離脱（オプトアウト）した約350の権利者グループが存在し、その一部
（ジャーナリストのジョン・キャリールーら）は、アンソロピック社や共同創業者のダリオ・アモデイCEO
らを個人として指名し、個別の損害賠償と差止を求める別個の訴訟を提起している14。これは、経営

幹部個人に対する責任追及という新たな訴訟リスクの台頭を示している15。 

グローバルにおける生成AI訴訟の連鎖とデータライセンシン
グ市場の急膨張 
アンソロピック社が15億ドルという和解金で合意した事実は、無許可でのデータ収集プロセスが、将
来的に高額な和解金や訴訟費用という形で顕在化する可能性を示した9。これにより、OpenAIや
Meta、Microsoftなどを標的とした同種の訴訟に対しても、和解金の算定や事業リスクの評価におけ
る一定の参照値が与えられた2。 
2026年7月、ハシェット・ブック・グループ（Hachette Book Group）、センゲージ・ラーニング（
Cengage Learning）、エルゼビア（Elsevier）などの大手出版社と作家のスコット・トゥロー（Scott 
Turow）は、Google社を相手取り、Gemini AIの学習目的で「Google Play Books」などにアップロード
された書籍を無断で使用したとして、ニューヨーク連邦地方裁判所に提訴した17。 
原告側は以下の点を主張している。 

●​ Google社は、電子書籍販売やスニペット表示といった限定的な提供目的を超えて、商業AIの
訓練にコンテンツを無断転用した17。 

●​ 同社の内部資料では、パブリッシャーのコンテンツの無断利用により「100億〜1000億ドル規
模の潜在的制裁リスク」を認識していた形跡がある17。 

●​ AI生成物が創作的な表現を代替・模倣することで、元の著作物の市場を害している17。 
この訴訟は、自社プラットフォーム内のデータであっても、当初の利用許諾を超えたAI学習への転用



が契約違反や著作権侵害に該当するかという新たな論点を提起している15。こうしたリスクを背景

に、世界のAI開発企業はデータ収集を「無断スクレイピング」から、学術出版社やデータベース保有
企業（エルゼビアやワイリーなど）との「正式な有償ライセンス契約」へと移行させつつある2。 

日本法「著作権法第30条の4」の解釈論点と実務上のリスク
管理 
日本においては、2018年の著作権法改正によって創設された「第30条の4」により、AI学習のための
データ解析が原則として事前許諾なしに可能とされてきた18。しかし、米国の係争や国内の懸念表明

を受け、2025年から2026年にかけて、単に「AI学習は自由」と過信するのではなく、実務上の具体的
な留意点やリスク管理に関する議論が進展している21。 
特に、第30条の4のただし書に規定されている「著作権者の利益を不当に害することとなる場合」
や、同条柱書きの「非享受目的」の境界線について、以下の実務的な解釈が整理されつつある20。 

1.​ 違法ソース（海賊版）の扱い: 海賊版サイト等の違法コンテンツであることを知りながら、それを
取得して学習データに利用する行為については、法30条の4柱書きの「非享受目的」の要件
には直接影響しないとする見解もあるが、ただし書の「著作権者の利益を不当に害する場合」

に該当するリスクが極めて高いと解釈されている21。ただし、違法ソースの利用のみをもって一

律に30条の4の適用が自動的に否定されると確定したわけではなく、利用の規模や市場への
影響を総合的に評価する必要がある。 

2.​ robots.txt等のクローリング拒否: robots.txt等によるAIクローリングの拒否設定を無視して
データを取得する行為について、robots.txtの無視自体が直ちに著作権侵害を構成するわけ
ではない26。しかし、有償データベースの技術的保護措置を意図的に回避するような行為は、

将来のデータ販売市場を阻害するものとしてただし書に抵触するリスクがあるほか、利用規約

違反や不法行為、契約責任などの別個の法的論点が生じ得る25。 
3.​ 特定作家の追加学習（LoRAなど）: 特定のクリエイターの画風や文体、作風自体は、通常は
著作権法で保護される「具体的な表現」には該当しない23。したがって、単に画風に似せる学

習行為が一律に違法となるわけではない23。ただし、特定の著作物の「創作的表現」そのもの

を感得・再現させる目的で行われる過学習や集中的な学習行為は、非享受目的とは言えず

「享受目的の併存」と判定され、30条の4の適用外（要許諾）となる可能性が高まる22。 
4.​ 依拠性の推定と責任の峻別: 実務上、AI学習データに既存著作物が含まれていた場合、出力
されたコンテンツに「類似性」があれば「アクセス可能性（依拠性の推定）」を肯定する要素とし

て重視される傾向にある22。ただし、これが司法実務において「データに含まれていれば利用

者の依拠性が自動的に推定される」という一律のルールとして確立したわけではない。また、

モデル開発者が訓練データにアクセスできたこと（開発者の責任）と、個々のユーザーが主観

的にその著作物を知っていたか（利用者の責任や過失の有無）は区別して議論されるべき論

点である22。 
以下の表は、日本における著作権法第30条の4の解釈と実務上のリスク判定基準を整理したもので
ある。 
 

判定ステップ 法的要件と適法性・リスクの判断基準 



原則としての適用 AI学習等の「情報解析目的（非享受目的）」で
あれば、営利・非営利を問わず原則として許

諾なく複製・情報解析が可能18。 

享受目的の併存リスク 特定の著作物の創作的表現そのものを再現・

出力させる目的で行われる過学習等は、享受

目的が混在していると判断され、30条の4の
適用外となる22。 

ただし書（不当侵害）リスク 技術的保護手段の回避行為や、将来の情報

解析用データセットの有償販売市場を意図的

に阻害する態様でのデータ取得は、「利益を

不当に害する」として違法となる可能性がある
25。 

違法ソース（海賊版）利用 海賊版サイト等からの組織的なデータ取得

は、ただし書に該当し30条の4の免責を受け
られないリスクが極めて高いため、ソース管理

の徹底が必要とされる22。 

今後の日本への多角的波及効果と産業界・政策への影響予

測 
アンソロピック社の和解を契機とするデータガバナンスの潮流は、日本の法制、産業界、ライセンス

市場に多様な波及効果をもたらしている。 
1. 制度・ガバナンス政策の動向 
日本政府は「知的財産推進計画2025」において、日本企業のAI利活用率をほぼ100%に引き上げる
KPIを設定していたが、2025年度調査の実態は55.2%にとどまった31。このギャップを埋めつつ、知的

財産の透明性を両立させるため、以下の政策・制度整備が進められている。 
●​ プリンシプル・コード: 内閣府等において、AIの適切な開発・利用を担保し、学習データの出所
や透明性を自主的に開示することを促す「AIの適切な利活用等に向けた知的財産の保護及
び透明性に関するプリンシプル・コード」の策定と検討が行われている32。 

●​ AI推進法: 2025年9月に全面施行された「AI推進法」は、AIの研究開発や利活用を促進するた
めの「基本法（理念法）」であり、個別の著作物の権利侵害や許諾のルールを直接的に画定す

る詳細な規制法ではない33。 
●​ 個人情報保護法改正（2026〜2027年見込み）: 2026年1月に個人情報保護委員会が公表し
た改正方針では、AI開発目的における要配慮個人情報の取得・第三者提供手続きの緩和が
検討される一方で、個人データの不適正な取り扱いに対する制裁として「課徴金制度」の導入

などが議論されており、ガバナンス義務が強化される方向である18。なお、著作権法上の法人

向け罰金最高額である3億円等、刑事罰としての罰金と行政上の課徴金は区分して対応する
必要がある18。 



●​ EU AI法（第50条）への対応: 2026年8月2日から本格適用されるEU AI法第50条は、特定の電
子透かし（ウォーターマーク）のみを一律に義務付けるものではなく、技術中立的に「機械可読

な形式での検知可能性」をプロバイダーに義務付け（C2PAメタデータや透かしなど）34、デプロ

イヤーにはディープフェイクや公共の利益に関わるAI生成テキストの明確な開示を義務付け
るものである34。EU域内にサービス展開する日本企業は、この技術要件を満たすシステム設
計を求められている22。 

2. 国内音楽・著作権管理のルール画定（JASRACの対応） 
一般社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）は2026年3月、AI生成音楽の著作権取り扱いに関す
るガイドラインを公表・更新した40。 同ガイドラインでは、人間の「創作的寄与」が認められず、AIが歌
詞や曲を自律的に生成した作品については、JASRACの管理対象外（J-WID等への著作者登録の
対象外）とする方針を明確にしている41。 
ただし、JASRACの管理対象から外れることと、その作品が法的に「完全に自由に使用できる（パブ
リックドメイン扱い）」となることは同義ではない点に注意が必要である41。自律生成された楽曲であっ

ても、以下のリスクが残る。 
●​ 既存の楽曲と偶然類似しており、著作権侵害（複製権・翻案権侵害）となるリスク41。 
●​ 人間が事後的に加えた作詞、編曲、演奏などの部分に著作権や「著作隣接権」が残る可能性

41。 
●​ 使用ツールやプラットフォームの利用規約による契約上の制限41。 

3. 未管理著作物裁定制度（新裁定制度）の開始 
2026年4月1日より、改正著作権法に基づく「新たな裁定制度（新裁定制度）」が施行された42。 この
制度は、著作権者と連絡が取れない「未管理著作物」について、文化庁が指定した窓口機関への申

請と一定の補償金の事前支払いを経ることで、長期間の審査を待つことなく簡易な手続きにより、最

長3年間にわたって適法に利用できる仕組みである42。これは、AI学習用のデータセット構築やコン
テンツ制作における「権利者不明データ」の適法な活用をサポートする現実的な処理手段として注目

されている。 
4. 国内メディア業界における訴訟とライセンススタンス 
国内においても、生成AIによるコンテンツの「要約・代替出力」をめぐる法的対抗措置が具体化して
いる43。 2025年8月、読売新聞社、朝日新聞社、日本経済新聞社の3社は、ウェブ上の情報を要約
回答するAI検索サービス「Perplexity AI」を運営する米パープレキシティ社に対し、東京地方裁判所
に相次いで提訴した26。 
提訴における請求額および原告側の主な主張は以下の通りである。 

●​ 請求額の内訳: 読売新聞社が約21.7億円（約12万本の無断利用）を請求し44、朝日新聞社と日

本経済新聞社がそれぞれ22億円（計44億円）の損害賠償と差し止めを求めて共同提訴した44

。3社合計の請求額は約65.7億円に上る44。 
●​ 争点と主張: 原告側は、自社サイトのrobots.txtでAIクローリングを明示的に拒否していたにも
かかわらず、同社がそれをバイパスして有料会員限定記事を含むコンテンツを許諾なく複製・

保存したと主張44。回答における要約表示が「引用」の範囲を超えた複製権・公衆送信権・翻

案権の侵害にあたり、元記事へのアクセス機会を奪って新聞社の収益を毀損していると主張

している44。さらに、同社名を引用源として掲げながら実際の記事と異なる誤情報を回答に含



める行為について、不正競争防止法に基づく信用毀損行為にも該当すると位置づけている44

。 
この提訴は、AIの検索・要約サービスによる既存メディアコンテンツの代替的利用が、権利者の商業
的利益を侵害しているとする強力な問題提起であり、今後の地裁判決の行方が日本のAI利用実務
に決定的な影響を及ぼす。一方で、高品質な日本語学習データへの需要の高まりを背景に、オプト

イン契約を前提とした有償ライセンス市場の構築に向けた出版社等の協議も進められており、対話

を通じた解決への模索も同時に始まっている48。 

総括 
アンソロピック社の15億ドルに上る和解の最終承認は、AI開発における過去の無断スクレイピング
がもたらす巨大な財務的・法的リスクを実証した2。 
日本市場においても、「30条の4があるから一律免責される」という一面的解釈から脱却し、海賊版
ソースの排除、特定作風の模倣を目的としない厳格な学習プロセスの設計、および出力段階におけ

る類似性・依拠性の事前監査という「多層的なデータガバナンス」を構築することこそが、今後のAIビ
ジネスにおける最大の競争優位性となる9。 
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